
 
 
 
 
 
 
【読者の声】 
・この団体の紹介記事は先般も目にして注目していたので、今回も共感を   
持って読みました。女性60代 
・僅かですが寄付をさせていただきました。男性29歳以下 
・多くの人に活動を理解してもらうきっかけに 
なる広告だと思う。女性40代 
 

 東京新聞のHEART&DESIGN FOR ALLは「誰もが暮らしやすい社会の実現へ」として、障がい者や
LGBT、子どもの貧困などのテーマに取り組んできた。今回、世界の医療団の皆さまと取り組ませてい
ただいたテーマは「ロヒンギャ難民」。取材にあたり、難民キャンプの制約、通信環境、モンスーン
といった数々の不確定要素があったが、多くの協力もあり、スマホのアプリを使って、バングラデ
シュの難民キャンプで生活するロヒンギャの若者二人から話を聞くことが出来た。顔写真は使わない
でほしいと言いながら彼らが訴える言葉は想像を絶するもので、これをスタッフ一同何とか読者に伝
えねばと推敲を重ねた。 

                                                                                                                                  

本件のお問い合わせは、東京新聞広告局 電話03-6910-2483 (2018/8/10） 
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 実際、掲載後の広告調査でも「広告と思わず読んでい
た。助けてあげたい」（男性・60代）、「詳しいところ
まで説明があり、理解しやすい広告でした」（女性29歳
以下）、「こういう活動が行われていることをもっと知
らなくてはいけないと思う」（女性50代）といった読者
の言葉をいただけた。また、友達数84.5万の東京新聞の
LINEアカウント、スマートニュース、世界の医療団イベ
ントでの増刷配布なども実施し、読者以外の方にも呼び

かけることができた。 （東京本社広告二部／山田一貴)                                                                                                                                                             
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国際面下5段純広 

新聞広告読者調査結果 

『広告接触率』＝８０．9％ 
東京新聞・1５段カラー平均 

74.0％を大きく上回る 
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